
山口県長門市旧深川地区に於ける待遇表現の諸相

補肋動詞 ･肋動詞的要素による尊敬表現

I. はじめに

待遇表現は,諸氏によ.).様々な把握のされ方がな

され,それに伴って表現形式の分類も種々になされて

いる｡その場合,話者をとりまく何らかの人間関係を

取 り入れる形でこれを把握する串になるのは共通して

おり,例えば,辻村氏 (辻村1968)ち,｢話 し手 ･聞

き手 ･素材の3省間の埠卑 ･優劣 ･判事 ･親疎等の関

掛 二応 じて変化する言語形式｣ という把握の仕方をさ

れている｡この把握では,傍線部が人間関係である｡

こうした把握は,観察を通 して帰納される妥当なもの

であろう｡しかし,藤原氏 (藤原1978)がいわれるよ

うな,ていねい法化の現象は,これでは,扱いきれな

い｡ていねい法化は,傍線部で示される様な "人間関

係〝への話し手の志向が,"話 しの場〟への直接的な

志向へと変化することであり,その契織 としては,聞

き手志向の強まりが考えられる｡

小論は,-方言における待遇表現の実態の記述 ･考

察を目的とするものであるが,その記述においては,

この志向性に注意をおき,その表現法から,尊敬表現

として分類されるもののうち,述話部の袖助動詞的要

素について述べることとする｡

2.明宝地区の概観

旧深川地区は.日本海に面 した,山口県西北部に位

置する長門市の中にある｡この地区は,旧区分のうち

の 1つの地区であり,宗教 ･行事様式ともに,ほぼ地

区内は統一されている｡一方,言語地図によれば,普

声現象その他において,分布の重なる地域となること

が判る｡例えば,[ai]連母音の融合化現象の分布図

を見ると,同地区においては.[∝] となるものと,
くi主1〉

[iEtZ] となるものとが混在している｡ (他地域におい

ては,[A=]或いは,[zE)]或いは,[ai]のいずれか 1

つしかあらわれない)｡また,体言に続 く指定の助動詞

ち,山口県下においては.この地区と,その周辺にお

いては.ジャとヤが混在することが判る｡即ち,タメ

ヤ くだめだ〉と,ダメジャ くだめだ)が,混在してい

る｡また文末詞についても,北部に分布する ドナ ･ナ

藤 田 勝 良
くi生2〉

と,南部に分布するノ ･ネ ･ノンタが,混在している｡

この様な言語要素の重なりは.待遇表現に.何らかの

影響を与えるのではないか｡この点も, 1つ留意して

おきたい点である｡なお筆者は,調査地区の出身であ

る｡

3.資料 ･肥述

○記述にあたり,筆者は,次の3つの資料をまとめて

分類カー ド化 した｡

資料 1:同地区での自由会話の錬普文字化資料 (30

分テープ ･披調査者 2名)

資料 2:同地区での自然傍受法による調査資料 (被

調査者 9名)

資料 3:同地区での質問紙法による調査資料 (披調

査者 3名)

これらの他に,岡野氏 (岡野1979)の調査資料も参

照した｡(同氏の資料 を掲出する場合は,井で示 し

た｡なお,これら1-3の資料のインフォーマント

の年齢層は,1980年現在で,60歳～90歳である｡

○方言の音声は,片仮名で示 した｡アェ ･タェは,ほ
くtE3〉

ぼ[缶]･[tiXB]に相当する｡タイは [ktu, i]に相当

する｡コェは,[kP]に相当する｡いずれも一書節

をを示す仮名である｡

○資料提出の際は,話し手と聞き手を表わすために,

矢印の左側を話 し手とし,矢印の右側を開き手とし

た｡

一補説一

待遇表現を記述する前に,この記述に深 くかかわる,

同地区に特徴的な音声現象を次に3点指摘 しておく｡

(1)[e]の狭母音化

[e]は,一般的に狭 く,[i]書に近づいているもの

が多い｡或いは,[i]晋に転 じることもある｡

(例)

● [Fune:]- [Funi王](船に)

● [nqnnen]-→[n叩Pin](何年)

(2)[r]音脱落

lr]音脱落現象も東署である｡[r]音のみならず

- 57-



[m]音節全休が落ちているものもある｡

(例)

･[80m=tJigaujo:]- [804=tJigqujo:](れは追う

よ)｡

●[jcLhrq]- [jAkn =] (だから)

(3)[Ai]二重母音の変化

2.で述べた様に,[ai]二重母音は.[QZ]或いは,

[¢=]となり,時には.[e王]ともなる｡

(例)

4.調査地区における待遇表現体系
I:tt4〉

南不二男氏らの,表現法を基準にした,共通語での

分類に準じて,調査地区の待遇表現体系を図式的に表

(1)尊敬表現

○助詞1 享

1 芽

イデル
かル
ノッカーサル系

タレル系
◎補助動詞

1

◎助動詞

○動詞的連語

○形容詞 ･形
○副詞-▲
〇人の呼び方

代名詞
(二人称)

(三人称)

接頭辞 ･凍

～ナサル
～サンス
～サン
～サイ
ーサレル

ーサイル
ーレル ･-ラレル

漕 壬享三三三ツタ'

十形容詞

)チオrHJJuタタタナ
ナ一ンウミ77アオキ

オマエ
コンタ
オンシ
オドラ

アソアム辞-

(

レ
レ
ッチ
コ一一

オ--
ゴ･--･
-I-サマ
･--サン
--サー
-･･-マ
- -チャン◆ヽ
●‥‥̀ン'ヨ-
オ--･･サン
オ･-･･マ

〇人に属する物 ･事を呼ぶ言い方
棲頗辞的要素がつくもの ゴ･･････

[∝]

●[nqikedo]- [ncL=kedo](ないけど)

●[qmi]-→[8m=](荒い)

[zElZ]

●[mi]- [niD=](無い)

●[pikni]- [JlikaeZ](2回)

le･.]

+ lippi]- lippeZ](-*)

く泣 5〉

わすと次のようになる｡今回は,このうち,◎印で示

した項目について記述 ･考察をする｡

(2)敢銀表現
〇人の動作を表わすもの

補助動詞的要素

動詞的連語
〇人の呼び方

代名詞
(一人称)

車
〔…

ゲル
ラウ

～シマス

ワシ ･ワシラ
オレ

接頭辞的要素がついたもの-▲
○話し手に属する′

(3)丁寧表現
○助動詞

○動詞 ･

マス

ドモ
･ワタシラ

･物 ･事の呼び方

クシノ--

･･-デス
-･･テンス

[

詞 ｢アリマス
ゴサリマス
ヨロシイ
ナ

○接頭辞のついたも
○代名詞など-▲

(4)美化表現
○自立語の類-▲
○接頭辞の頼

-t!･

芸事 .形容詞

鋭明)▲は,今回の調査では,該当するものが現わ
れなかったことを示す｡～は,動詞連用形,-
は,体言に相当するものを示す｡また,二人称
人称代名詞の棟に,多くの待遇段階と,それに
対応する語を有するものについては,マイナス
段階に至るまで掲出した｡また,特定の要素が
付加するか,否かで,二段階の待遇段階をなす
場合は,付加する特定の要素のみを掲出した｡
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5.表現形式と走向性

5.1.補助動詞的要素

補助動詞的な要素としては,｢ツカーサル｣･｢オタ

レル｣を,あげることができる｡これらは,いづれも

接続助詞 ｢テ｣を介して,動詞の連用形に下接する｡

また,いづれも,高める対象の戯作について,｢上の

者から下の者へと利益をもたらす｣という意味を付加

することにより,動作主を高める｡これは,山田孝雄

氏の造語であり,辻村氏 (辻村1968,1977)の用いら

れる ｢関係敬称｣にあたるものである｡資料では.依

頼表現において多用されている｡

5.1.1 ｢ツカーサル｣

｢ツカーサル｣は,本資料中では,｢マス｣を下摸さ

せて,｢ツカーサイマス｣(｢ツカーサとマス｣のi の

r曹脱落･[e]の狭母音化 ;3の補説参照)となった

ものや,これが.更に変化したものと思われる ｢ツカ

ーサンス｣の形で用いられている｡

(lts止血=8arema8u]>[tSukq:8uimaSu]>[t8ukcl

mnSu])｡

方言文例には,次の様なものがある｡

(1) ヨロシュ- シンパェ- シテ ツカーサイマ

セ (よろしくお世話 ください)｡ く老女-地主の

設定)

(2) タベテ ツカーサンセ (食べてください)｡く老

女-筆者〉

(3) オネガェ- シマス ド-ゾ シンパェ-シテ

ツカーサイマセ (お願いします｡どうかお世話く

ださいませ)｡く老女1-校長の設定)
#

(4) コント アナタ- チョット シマテホン ミ

セテ ツカサンセ (今度あなた,ちょっと縞手本

を見せてください)｡く村の人-老女の設定)

これらの文例によって｣｢ツカーサイマス｣と｢ツ,

カーサンス｣とを比較してみると,その動作主が,前

者は地量,校長であるのに対し,後者は,同じ村の出

身である筆者と.村の友人であることから,前者の方

が高い待遇価を持つものであり,後者は,ややくだけ

た言い方であると思われる｡

なお先述 したように,｢ツカーサル｣は,依頼表現

で多く使用されており,恩恵表現的色彩を泣く残すも

のといえよう｡

5.1.2 ｢オタレル｣

｢オタレル｣も,依頼表現に多用されている｡

(5) アンタ- チョット キンコ- ミセテオクレ

ー (あんた,ちょっと金庫を見せてください)｡

く税務所員一店の事務員の設定〉

(6) アンター モトンテ オクレー (あんた.戻っ

てください)｡く店の事務月一一店長の設定)

(7r オシエテ オタレテ ユータ(く魚屋に符丁を〉

敢えてくださいといった)｡く老女-老男〉

これらの方言文例にはないが,後に ｢マセ｣を下壊

して,｢-テオタレマセ｣(-してください)と使用さ

れることも多い｡｢オタレル｣の待遇価は,人称代名

詞 (二人称)との対応(｢アンタ｣に対応｡二人称の人

称代名詞は待遇価の高いものから｢アナタ｣,｢7-タ｣,
く1生6)

｢アンタ｣,｢オウチ｣--となる)からみて,諌の形

で用いられる場合,それ程高いものではないようであ

る｡

5.1.3 補助劫洞的要素の志向性と待遇価

さて,この ｢ツカーサル｣,｢オタレル｣は,いづれ

も話題中人物 く話者と聞き手以外の第三者)の動作に

っいては,用いられていな賃 :'もっぱら聞き手志向性

を有する表現形式といえよう｡この2着の体系を生理

してみると次の様になる｡

(対校長 ･地主) (対村人) (対村人･友人･身ウチ)

ツカーサイマセ ツカーサンセ ツか-サ

レオタレマセ

オタレこれをみると,｢ツカーサル｣の系列 と

.｢オタレル｣の系列が同様の待遇価で併存している

ことが判る｡もっとも.｢ツカーサル｣系は,老年層

を中心 として開かれる語であるが,｢オタレル｣系も

老年層によく開かれることからすると,単純な旧から

新への過渡的現象としてとらえてよいものではないで

あろう｡この併存状況については.ツカーサイマ七の

転詑形であると思われるツカーサン七が注目される｡

もしもこの併存状況が ｢ツカーサル｣系への単純な新

旧交替現象ならば.｢オタレル｣の系列に於て,これ

と対応する要素が欲しいところである｡然るに ｢オタ

レル｣の系列にそういった要素は,見当らない｡筆者

は.この併有的状況について.時間的な視点から眺め

るよりも,空間的な視点から眺める方が正しい把握が

なせるのではないかと思う｡というのも萩市方言 (岡野1

969)において授受動詞に ｢ツカーサル｣系の頻度

が商いのに,下関市彦島 (上田1980)においては,｢

ツカーサル｣系は見えず.｢オタレル｣系のみが見え

ているからである｡ (図 1参照)



そして,その日本海沿岸の中間地点である当

方言においては,｢ツカーサル｣系と ｢オタレル

｣系が併用されているのである｡こうしたことから,

1つの可能性として,当方言における併存状況は.そう

した分布の交錯地域という位置が産みだしたものと,とらえら

れるのではないかと思うわけである｡また,2者の

待遇価を,使用対象から詳細に観察すれば.｢ツカーサル｣が上方に,

｢オタレル｣が下方にく旺8〉ズレを生じていること

が分る｡こうした結果,もっぱら聞き手志向性を有する授受表現の待

遇表現体系は,次の様に5段階の待遇段階を見ることがで

きる｡ツカーサイマセ ツカーサンセ ツカーサレオタレマセ5.2. 肋助詞的要

素によるもの助

動詞的な要素によるものには,極めて多彩な種類がみられる｡藤撮氏 (藤原1978)に従って,これら助

動詞的安来を系列化すると,｢ナサル｣系,｢レル

｣･｢ラレル｣系,｢ヤル｣系に大別される｡当域

は,このうち,｢ナサル｣系の助動詞の変化形が撞

めて多いことが特徴である｡ここでは,それぞれの系ごとの存立状況を,｢ナ

サル｣系から述べていくことにする｡4.2

.1 ナサル系ナサル起源 と思われるものとし

ては,｢ナサル｣ I｢サンス｣･｢サイ｣

･｢サン｣･｢サレル｣･｢サイル｣が,あげら

れる｡(∂ ｢ナサル｣

｢ナサル｣は.かなり高い待遇価 を有する文において用いられている｡もっとも,｢ナサル｣単独で使用

されている例は無く,必ず後に ｢マス｣を付加させて

いる｡(使用文の待遇価の高いことは,使用対象が,

校長 ･お寺の奥さんなどである事や.二人称人称代名 詞

で食も待遇価の高い ｢アナタ｣が同じ文中にあらわれる

ことから判断される)｡(9) トyチ- オイデナサレ

マスカ (どちらに,いらっしゃいますか)｡く老女

-校長の設定)(10) アナター トソナー オイアナサレ

マスカ(あなた,どちらにいらっしゃいますか)｡く老

女-お寺の奥さんの設定〉(ll) オイデナサレマセ (いらっしゃいませ)｡く老女

く臼三9〉-筆者〉これらを見て注目され

ることは,すべて,｢オ+動詞+ナサル+マス｣の重

層的尊敬表現がなされていることである｡この事情は

,岡野氏の資料 (岡野1979)をみても変らない ｡ 即ち

｢ナサル｣は,常に.｢オーナサレマス｣の形の中で使用されて

いる｡(～は助詞連用形)｡ところで,当城では,｢オーマス｣の

形が存在しており,たとえば,｢オイデナサレマス｣

ではなく,｢オイデマス｣

の方言文例が見られる｡とすれば,｢ナサル｣が,

これらの ｢オーナサレマス｣という形式を要求するもの

であるという見方より,｢オーマス｣という形式に ｢ナサ

ル｣が付加されるという見方の方が妥当であろう｡こ

うした付加は.｢オーマス｣の形式によってもなお,その待遇意識を充分表現しきれない時に

,なされるものであろう｡ちなみに,｢釆なさい｣のヴァリエーシ

ョンは,次の様なものとなる｡待遇 謹告形疎

級あわオイテサ サレマセたま(オイアナサイマセ)リくど汁オイテン

サレマセオイデマセ

キーサエーオイデさて,この ｢ナサル｣

を核として,様々な変化形が派生しているのであるが,ここでは



(13) や ソピトーシ シテ ミーサンセ (設備投資を

して御覧なさい)｡く老男-老男〉

(14) タペテ ツカーサンセ (食べてください)｡く老

女-･筆者〉

｢サンス｣は.｢-サンセ｣とした命令形が見られる

一方,その禁止表現として.禁止を表わす終助詞 ｢ナ｣

を接続させて,

(15) ミーサンスナ (見なさるな).

(16)タベサンスナ (食べなさるな).

の様に言うのも日常さかんである｡これもその原型は,

｢ナサレマスナ｣であL).これが [nQSuremOSum]>

lnq馳imusunQ]> 〔Sqn8unq]と転 じたものである

と考えられる｡

㊤ ｢サイ｣

｢サイ｣も ｢サンス｣同様,命令 ･勧奨表現として

存在するが,･｢サンス｣や,次に述べる ｢サン｣と相

適する点は,禁止の終助詞 ｢ナ｣を接続させて,禁止

表現をなす事かできない点である｡即ち.

(川 ×ミ-ナサイナ (見なさるな)

の様な表現は,不可能で,こうした表現は.むしろ,

｢見なさいよ｣という意味 となる｡｢ナ｣は,この場

令,禁止の終助詞としてではなく.丁寧の終助詞とし

て,とらえられるのである｡｢サイ｣の方言文例 とし

ては,次のようなものがある｡

(IO ヌギサェ- ヌギサェ- (お脱ぎなさい｡お脱

ぎなさい)｡く婿-義父の設定〉

(19) オマユー イサェ-ノ(お前が言いなさいよ)｡

く姑一塩〉

｢サイ｣の待遇価は,その使用対象が義父や嫁であ

ることから,或いは,内省によっても.かなり低いも

のといえ,いわば,身ウチに対して用いられる程度の

表現といえよう｡なお,方言文例においても見られる

ように,[ai]迎母音の融合化現象が,この ｢サイ｣

にもあらわれて,｢サイ｣は,｢サェ-｣として用いら

れる方が,普通である｡

③ ｢サン｣

｢サン｣は.｢サイ｣の変化形であるとして鋭明され
くi生11〉

ているが,当地の調査からは,｢サンス｣からの変化

と考えた方が妥当であると考えられる｡その根拠は.

｢サンス｣･｢サン｣の形態が類似しており,｢サンス｣

- ｢サン｣の変化([Su]音節の脱落)を想定する方が,

｢サイ｣- ｢サン｣といった変化を想定するよりも日

放であるということと,禁止の終助詞 ｢ナ｣が,｢サ

ン｣･｢サンス｣には接続して禁止表現たり得るのに.

｢サイ｣は,こうした禁止の終助詞 ｢ナ｣の付加によ

くtE)2〉

る禁止表現は.不可能であるという2点である｡ただ

ここで問題は,この3省間の待遇価は,それぞれ,ど

の程度のものなのかという点である｡｢サンス｣と ｢サ

ン｣の待遇価がかけ触れていては,この仮定は成立し

ないからである｡

これを,まず,｢サン｣の方言文例をみた上で検討

することにする｡｢サン｣の方言文例 としては,次の

様なものがある｡

捌 マナサン ヤー チョット カンかエチ ミン

ニヤー ワカラン (待ってくださいよ｡ちょっと

考えてみないとわからない)｡く老男-筆者〉
(i生13〉

Cn) ゼニー タレサン イノ- (小追いを,ちょ

うだいよう)｡く娘-父親の設定〉

(甜 イッテ キーサン (いってらっしゃい).く嫁-

姑〉

使用対象をみると.｢サン｣は,身ウチの者や.村

の者であり,｢サンス｣に比して,やや くだけた表現

としてあることがわかる｡ここで,｢サンス｣. ｢サン｣,

｢サイ｣の待遇度を,その使用対象から述べてみると.

｢サンス｣は,｢サン｣のように身ウチの者に対して

用いる事ができない点で,｢サン｣よりは高い｡そう

して,この2つに共通であるのは,その使用が,村の

人に可能であることである｡一方.｢サイ｣は,その

使用が,身ウチの者に限られている｡身ウチの者に用

いられる点では,｢サン｣も ｢サイ｣と共通している｡

要するに ｢サン｣は,｢サンス｣と ｢サイ｣の中間的

な待遇価 を有 している｡それ故.｢サンス｣の簡略形

とみるのも.｢サイ｣の変化形とみるのも.いずれも

一応可能である｡ただ,｢サイ｣から ｢サン｣が生じ

たとするのは.転靴形により待遇価が上昇することに

なり,これは想定しにくい｡また使用対象の大幅な拡

大を認めなければならない｡これに対し,｢サンス｣

から ｢サン｣に転詑したとするならば.待遇価が ｢サ

ン｣において下がっているのも説明可能である｡以上,

待遇価からも.｢サンス｣- ｢サン｣の変化の想定は

妥当であると思われる｡

さて.系統的な問題は,一応ここでおいて.そうし

た結果としてナサル系の命令 ･勧奨表現の諸形式それ

ぞれが持っている待遇価の関係を,先述した ｢ナサレ

マセ｣(｢ナサイマセ｣) をも含めて,ウチ ･ソトという

観点から図式的にあらわしてまとめてみると,次のよ

うになる｡
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団2 ナサレマセ

ムラのソト

図2の脱明)ここでのムラとは,調査地区内のそれ

ぞれの地点をさすもの｡また ｢

ナサレマセ｣を.ムラのソトに置くのは.その使用

対象をみると,柴田武氏 (柴田1973)が,いわ

ゆる村落共同体から除外されていると拍摘されるとこ

ろの,地主やお寺の奥さん 校長と,まさにアウトサイ

ダーたる見知らぬ紳士に限られていることによる

｡この図から,社会構造は.必

ずしも ｢サン｣を必要としてないことに気づく｡即ち,

ウチ ･ソトの境界を図2の様に設ければ.それに応じて,｢サイ｣,｢サン

セ｣,｢ナサレマセ｣があれば十分である｡この点と

,先の ｢サン｣の系統問題とを,あわ

せてみると,ムラの中に限っていえば,｢サン｣が略

形として使われる以前には,｢サンセ｣と ｢サイ｣の2

本立てで.それぞれの屯田を明確に有していたものと

思われ,そこに｢サン｣が,｢サンセ｣の略形 とし

て割りこんできて.両者の境界をあ

いまいなものにしているのが,現在の状況であると思わ

れる｡何故こうした "割りこみ〝が起るのか ? 勿

論,節述したよ

うに社会構造上の要衝とは思われない｡1つの脱明とし

て.｢サン｣は丁寧欝だとすることが考えられる｡し

かし.辻村氏 (辻村1968)がいわれる く丁寧

表現形式は.既存の尊敬滑.或いは練浪滑から転成する

〉という原則を適用すれば,｢サンス｣か｢サイ

｣のいずれかが,そのまま丁寧語として転じ,その代りに別の要素が新しくその位置に入る方が自

然である｡それでは,一体どの様な鋭明か可能であ

ろうか｡筆者は,これを,2.で

述べた言簿要素の重なりに起因するものではないかと考

えるが,これは.まとめで改めて述べることとして,ここでは,｢

サンス｣･｢サン｣･｢サイ｣に関する限り,待遇表現として身ウチとムラ という社会的

な2

段階の構造に対応するだけの表現で充分であるのが.

3段階へと変化しているという事実杏.おさえておき

たい｡さて以上,命令 ･勧奨表現として,専ら脚

き手志向性を有するものをみたが,次に,聞き手の



未 然 連 用 終 止 連 体 仮

定 命 令サレル サレ サレ ×

× × (サレ-)サイル × サエー サエールサエール サエー サエー

(サレーは,日常あまり開かない｡)また,連用形

に於ては,｢サレル｣が ｢マス｣･｢ヨウ｣を後摸

するのに,｢サイル｣は,これを後接せず,逆に,｢サ

イル｣が ｢タ｣を後接するのに.｢サレル｣は,これを後凍しないこと

から,この事実を加えると,次の様になる｡

未然 i土 LfJ 終止 迎体 仮定 命令?久.

ヨウ タサレル サレ サレ × × ×

× (サレ-)サイル × × サエー

サエールサエールサエーサユーこの

裏から,｢サレル｣と ｢サイル｣が命令形を除いて,

相補的関係をなしている事が,わかる｡そうすると,

この 2者は,｢サレル｣- ｢サイル｣という関係で対

立的に存在するものではなくて.同じ表現形式として

とらえる方が,妥当なのであろうか｡筆者は,この表の状態は

.固定的なものというよりも,むしろ,｢サレル｣

- ｢サイル｣♂2変化の一段階 (一過程)杏示すも

のとしてとらえられるのではないかと思う｡当方音の特

徴である [r]音脱落現象と [e]母音の狭母音化は,無視 し得ないもの

だからである｡(おそらく｢サレー｣は,将来,

｢サェ-｣に一元化されるものと思われる)｡しか

しまた一方,現在においては,仮定形 ･命令形を除いて,相補的な関係を見せてい

る事も事実である｡筆者は,これらを勘案して,こ

の2着を,一応次の様にまとめようと思う｡

18airul/ ＼/8airu/
/sareru/即 ち, 18airulを,

/8airu/と/sareru/の上に仮定して

,しかもその 18&irulの内部の様相は,なお変動の可能性 を

持つ もの と考えるのである｡以後,｢サイル｣と表記

して t8airulの意で用いる｡(補注)しかし,この棟に処理する上で1つ問題点がある よう

にみえる｡それは,｢サレル｣の使用対象が,方言

文例でみる限り,身ウチからムラの人に限られているのに対 して.｢サイル｣

は.ムラよりソトにある人々に対しても用いられて

いることである｡即ち次の様なものがある｡

鵬) セン七一 キーサェーテモ ユーヨーナ コター ナカッタカラノー (先生が釆なすって

も言うようなことは無かったからね)｡く嫁-姑〉

糾 ゼ-ムショニ コリョ- ヤリ

サェータソイネ- (税務署の人が,これをや り

なすったのですよ)｡く老男-老男)こう

した例文によれば,｢サレル｣よりも ｢サイル｣の

方が,高い待遇価を有しているようにみえる｡そこで,｢サイル｣と ｢サレル｣は,

こうした待遇的意味の分担によって.異なる語形とし

て認めなければならない可能性が生じる｡と

ころが,いま,｢サイル｣について,聞き手尊敬

として使用される場合と,話題中人物に対する使用の場合とを観察すると.その使用対象に微妙な差

異のあることが判る｡｢サイル｣のこの差異をグ

ラフにした｡

(図 3)図 3 サイルの使

用対象15
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説明)①使用数は,サイルの使用例のうちその対象

に対して使われたものは何例あるかを示す｡

②- は,話題中の第三者に使用される場合, ･- ･･

は,対者に使用される場合を示す｡

③使用対象で,ソトとは.村落共同休から除外され

るところの,地主,お寺の奥さん 校長,見知らぬ

紳士をさす｡ムラとは,村人一般で,友人などをさ

す｡身ウチ (上)とは,身ウチでありながら目上の.

父,母.夫などをさす｡身ウチ (下)とは,身ウチ

で日下の.息子 ･婁 ･嫁などをさす｡

即ち, ｢サイル｣が,ムラのソトの対象までカバー

する時は,話題中人物に対して使用される時であり,

聞き手尊敬 として使用される時には,｢サレル｣と同

様に,身ウチを中心とした使用が目立ち,偉大限でも

ムラの者までを,カバーするものとなっている｡これ

は.｢サイル｣の待遇価が変動するというよりも,既

に諸氏が指摘されているように,実際の音譜生活にお

いては,対者に対する配慮が,大きなウェ- トを占め

てくる故に,話題中人物に対しては,むしろ,低い待

遇価を持つ表現形式ですますことになり,その使用対

象が,話題中人物に対しては,ムラのソトの者にまで

広がったものと考えられる｡

こうみてくれば,この問題点も自然と解決されると

患われる｡

さて以上述べて来たナサル系助動詞を,その志向性

により分頬してみると,次の様になる｡

(
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この表から,話題中人物への待遇表現形式は,サ

イル形式で,ナサル系のヴァりェ-ションは,聞

き手志向性を有するものに膚していることがわかる｡

4.2.2 レル ･ラレル系｢レル ･ラレル

｣(代表形をレルとする)は,坑曲的色彩の浪いものと,そうでないものと2つの使用法

が見られる｡前者を,レル①,後者を,レル(卦とす

ると,その相異は,次の通りである｡主語の明

示 使 用 対 象 のウす.ソト 表現性レル① ×

ウチ 娩 曲レル② ○ ソ ト 尊敬

また,それぞれの例文は,次の通りである｡レル(9

脚 ミナ ツメテ ユーケ タサーレヨッタェー

ナー(くイカを〉全部詰めて,たくさん

出していたよね)｡く老女-老男〉(姻 ムカ

シャー ヨー -リョー コネ- ナベアニラレヨッタデショー (昔はよく針を,こう

.鍋で煮ていたでし

ょう)｡く老男-老男〉レル(診07) シアキサ

マー チ.i- ヒトガ オラレタ (渋木様とい

う人が,いらっしゃった)｡く老男-筆者)朋) オーナ

シワ マキー デラレタ (大内氏は,衣木に出

られた)｡く老男-筆者〉この2つの用法は,もう

少し検討する必要があるが,資料に乏しく判然としない

ため,ここでは,この相異があることを指摘するにとどめる｡

5.2.3 ヤル系｢ヤル｣は,老年層に開かれ

るが,中年層以下には,ほとんど

開かれない｡使用対象は,身ウチに限られ,しかも話し手より下位の者である｡土地人も,｢ヤ

ル｣は良いことばではないと言う様に.待遇価は,か

なり低いもののようである｡これを薬づけるように,方言

文例では,



(42) コンタか アネ- イヤールカラ イケン (お

前がああいうからいけない)｡く射-嫁の設定)

5.2.4 話題中人物に対する待遇

以上,尊敬法助動詞 として分類されるものを,概観

した｡今ここで話題中人物に対する待遇 をなす ものに

ついて少しふれてお くと.次のようなことがいえる｡

即ち,サイルが,その使用対象において.身ウチの上

位者からムラのソ トまでの広が りを見せているのに対

し,ヤルは.身ウチの下位者に限られており, しかも

賓退途上にある｡また, レルも,はっきりとした尊敬

表現法としては,ムラのソ トに限られており. 日常そ

れ程盛んではない｡こうしたことから,現在は.まさ

に,話題中人物-の敬意表現がサイル-,一元化 しつ

つある状況 ということが,できるであろう｡これを図

示すれば次の様になる｡

ムラのソト

6.まとめ以上,補助助詞的な要素 と,助動詞的な要素

による調査地区の尊敬表

現をみた｡その志向性から,これをとらえてみると次

のようにまとめられる｡補助動詞的要素については,それ

に当る5つの表現形式は専 ら聞き手志向性 を有する｡

肋動詞的要素については,専ら聞き手志向性を有す

るものと話題中人物への待遇 を意味する形式 とがある｡前者

にはナサル系における4つのヴァ リェ- ションがある

｡(表 3参照)後者 としてはサイル ･レル ･ヤルの3

者がみられる｡この うち,話題 中人物に対する待遇は,

｢サイル｣で.ほとんどの使用対象がまかなわれ

レル ･ヤルが,それ程さかんでないことは, 4.

2.4で述べたとお りである｡これをまとめれば,

聞き手志向性を有する表現形式の多きと.話題中人物

に対する表現形式の少なさが浮かびあがる｡これは,尊敬法 として扱われるものが.忠 向として,"聞き手〝に傾いているこ

とを,ものがたるものとい

えるであろう｡ただそうした聞き手志向のヴァリエーシ

ョン創出の源が

.2.で述べた地域性にあるのか,それとも.言語の内的なものであるか と

いう点は,問題 として残る｡以上の記述 では,その点がは

っき りしない｡ただ,4.2.1で述べた.サン

の問題は,地域性を考鮭に入れてみるのがよいのではないかと思われる｡即ち,補

助動詞的要素において,地理的な要因によると思わ

れる,ツカーサル,オタレル 2系の併存状況は,結果 として,

多段階の聞き手志向の待遇表

現形式を生んでいるが,これに応 じて,ナサル系の聞き手

志向のヴァリェ-ションが増加さ

れたとみることも可能ではないかと思 うのである｡こうした点については,周辺諸域の

体系を明らかにし,それとの比較から再検討 したい｡

引用参照文献上田由紀1980 r山口県下関彦島方言に

おける待遇表現法J山口大学卒業論文岡野信子1969 ｢山

口県萩市方言の待遇表現法｣国文学研究 (5)

岡野信子1979 ｢くらしの ことば｣(r長門市史

･民俗協J所収)神都宏泰1975 ｢中国の方言｣大石初太郎 ･上村幸雄

舶 r方言と標準語一 日本語方

言学概説｣筑摩番房柴田武1973 ｢地域社会の敬

語｣r敬語講座 6 現代の敬語J明治番院辻村敏樹1968



るものとして,2.で述べたドナ ･ナ ･ノ･ネ ･ノン

タなどの文末洞の選択によるもの,主格を示すこと

ガの使いわけによるものなどをあげることができる｡

(注6)二人称の人称代名詞とその使用対象の対応は,

次のようである｡(表中の数字は,その人称代名詞

の使用数を示す)｡

ム ラ の 外 ム ラ 身うちLb 身

うちm使用対象人称代名詞(二人称) 校長 お守の奥さA 紳士 見知らね若者 村の衣人 顔見知りの若者 父●母

夫 餐 忠千 娘嫁

ア ナ タ 3 3 2

27- タ 1

ア ン タ 2 5 7 5 7 2

lキ ミ 1

オー チ 1

オマ エ 4 3 3 5

1コン タ 1

1 2(注7)話唐中の人物Aが,話題中

の人物Bに対して話をする場合に,AがBに,

｢～テオタレ｣ということは可能であるが,これは

,ここにまた1つ話の場が設定されるものと

考える｡(注8)ツカーサイマ七が.村人に対してつ

かわれることはないが.オタレマ七は,村人に対し

ても使用されているものがある｡ツカーサレは,対村人 ･友

人 ･身ウチのうち,村人 ･友人に多く用いられ,オタレは,

身ウチを中心とした使用が目立つ｡(注9)使用対象は,筆者となっているが,これ

は,話し手が筆者を上位に待遇したというよりは,出迎えのあいさつの場を強く意

鼓した結果の使用と考える｡(注10)当城でよく開かれる ｢アリマス｣も [&rima･ 8

u]- [dm aBu]- [zzr.n8u]- [

anSu]という音変化を起こしており, [ai

ma,Bu],[fE)ZnSuL [an8･u

]のいづれかで,発音されることも多い｡(注11)藤原与-1978,神都1975など｡

(注12)逆に.｢サイ｣が,この rナ｣付加を可能

にするために ｢

サン｣に転じたとするのも一応可能かと思われる｡これを認めると,｢サンス｣と ｢サン｣

がともに ｢ナ｣を後接するというのは,サンス-サ

ンの根拠
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